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（第１０３号）

公営墓地、観光事業、小学校増築工事、新型コロナ対策等

　令和３年度一般会計歳入歳出決算、国
民健康保険特別会計歳入歳出決算、後期
高齢者医療特別会計歳入歳出決算、水道
事業会計決算、下水道事業会計決算が各
委員会に付託され、質疑、討論、採決の
結果、本会議で附帯意見を付し、全会一
致で全て承認された。

一般会計
歳　入 	  97億4,719万円
歳　出 	  93億7,355万円
差引額 	  3億7,363万円

■国民健康保険特別会計
・歳入決算額	 21億9,963万円	 ・歳出決算額	 21億8,044万円	 ・差引額	1,951万円

■後期高齢者医療特別会計
・歳入決算額	 2億2,359万円	 ・歳出決算額	 2億2,224万円	 ・差引額	 135万円

■水道事業特別会計
・収益的収入	 5億8,007万円	 ・収益的支出	 5億2,459万円
・資本的収入	 102万円	 ・資本的支出	 6,186万円

■下水道事業特別会計
・収益的収入	 3億6,860万円	 ・収益的支出	 3億4,279万円
・資本的収入	 2億3,200万円	 ・資本的支出	 2億6,700万円

附帯意見
　令和３年度北中城村一般会
計歳入歳出決算について、歳
入の調定減の事務処理ミスで
多額の収入未済額が生じた。
　令和元年度決算、令和２年
度決算も同様なミスを指摘し
附帯意見を付した経緯がある
にもかかわらず、３年連続の
事務処理ミスが発生した。
　今後このような事例が再び
起こらないように全庁体制で
徹底的に分析し、改善策を議
会で報告することを求める。

●主な事業

附帯意見を付して可決

公営墓地整備事業公営墓地整備事業
１億５０２万円１億５０２万円

島袋小学校校舎増築事業島袋小学校校舎増築事業
１億７，４２４万円１億７，４２４万円

安谷屋第二地区畑地かんがい施設整備事業安谷屋第二地区畑地かんがい施設整備事業
５，８６６万円５，８６６万円

令和3年度決算令和3年度決算
中 ゆくりん

北のぺーちん
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マイナンバーカード普及促進事業について。

５月時点では北中城村の交付率は25.8％。国、
県の方から重点的フォローアップ対象団体という

ことで、普及率を上げる取組みをしている。各自治会
での取組み、休日交付などをすることで８月時点で
27.9％まで上がっている。

地方創生臨時交付金の約9,000万円の内から、
今回はコロナ対策に加えて原油高物価高騰分がど

れくらい充当されるのか。

5,914万7,000円が原油高高騰分になる。

原油高、物価高騰分に対する３回目の交付金は
12月に交付予定か。

臨時議会等で早めに取組む。

村民税個人の不納欠損額が大幅増の理由は。

高額滞納者が時効を迎えたため不納欠損額が大
幅に増加した。抵当権の優先順位で本村まで配

当がなかったために時効になった。

児童福祉費国庫補助金の1,139万9,104円の収
入未済額が出た理由は。

実績報告に基づき調定も減額すべきものを手続
きが行われていなかったためで、この点につい

て反省して事務を改善する。

ふるさと納税、企業版ふるさと納税の件数は。

ふるさと納税寄付件数は村外で240件、県外で
１万8,068件。企業版ふるさと納税寄付件数は

村外で２社、県外で２社。

■主な事業

主な質疑 主な質疑■令和４年度一般会計補正予算 ■令和３年度一般会計決算

・マイナンバー普及促進事業 	  3,900万円	 ・屋宜原地区避難道路整備事業 	  320万円
・学校給食費負担軽減事業 	  308万円	 ・仲順ライカム線舗装工事 	  1,087万円
・電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金 	  １億1,535万円
・シェアサイクル実証実験 	  572万円

一般会計補正予算（第２号）
補正額 	  5億5,829万円
予算総額 	  87億8,917万円
地方債追加 	  1億1,080万円

一般会計補正予算（第３号）
補正額 	  1億5,268万円
予算総額 	  89億4,185万円

■国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　・補正額	 252万円	 ・予算総額	 22億8,746万円	

■後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　・補正額	 211万円	 ・予算総額	 2億2,670万円

■水道事業会計補正予算（第２号）	 ・水道事業費用	 14万円

■下水道事業会計補正予算（第２号）	・下水道事業費用	 ６万円

■水道事業会計補正予算（第３号）	 ・水道事業費用	 1,300万円

原案可決

特
別
会
計

（第１０３号）

令和4年度令和4年度

一般会計補正予算一般会計補正予算
城 まーい
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条例・請願・陳情・意見書条例・請願・陳情・意見書

　　
議案第35号　�北中城村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する　　

条例について
　国及び県の状況を考慮し、妊娠、出産、育児等と仕事との両立支援制度を充実させるため、非常
勤職員の育児休業及び部分休業の要件を緩和するとともに、任命権者が講ずべき措置を定めえる必
要があるため。

議案第36号　�北中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する　　　　
条例の一部を改正する条例について

　沖縄振興特別措置法、沖縄振興特別措置法第九条等の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う措
置が適用される場合等を定める省令及び法人税法、租税特別措置法が改正されたため、北中城村固
定資産税の課税免除等の特例に関する条例の一部を改正する必要があるため。

陳情第４－13号　�地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）
　提出者：北中城村商工会

　地元産品を優先使用、公共工事には地元企業を優先し、村民の意識高揚を図る。

陳情第４－14号　�県産品の優先使用について（要請）�
提出者：沖縄県工業連合会　沖縄県ＪＩＳ協会　�
　　　　沖縄県酒造組合　沖縄県商工会連合会　�
　　　　沖縄県商工会議所連合会

　県産品の需要拡大を図り、県内企業の育成強化と雇用促進をもって、県経済の活性化を推進する。

陳情第４－15号　�駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する陳情
　駐留軍関係離職者等臨時措置法は、令和５年５月 16 日で有効期限を迎える。駐留軍雇用は米国
の軍事情勢や国際情勢等に影響を受ける特殊な職場環境下にあり、本質的に不安定な状況に置かれ
ている。そうした中で駐留軍労働者の大規模な人員整理が発生すると、我が村においても 300 名余
の駐留軍労働者がおり、雇用情勢に甚大な影響を与える事は明らかである。よって、有効期限を迎
える駐留軍関係離職者等臨時措置法の再延長については必要不可欠であると考え採択すべきものと
決定した。（審査意見要約）

陳情第４－18号　�持続可能な農業生産基盤の確立に関する要請書�
提出者：沖縄県農業協同組合 

　①肥料価格の高騰に対する支援策について　②飼料価格高騰に対する支援策について　
　③再生産可能な価格形成に向けた理解醸成について

意見書第４号　�駐留軍関係離職者等臨時措置法の有効期限延長に関する　
意見書

　陳情第４－ 15 号の陳情採択による意見書の提出　宛先　防衛大臣　厚生労働大臣

　９月定例議会において、北中城村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条
例ほか１件、決議第６号議会広報調査特別委員会設置に関する決議について全会一致で
可決した。陳情書について、第４－13号　地元産品奨励及び地元企業優先使用について
要請など陳情４件を本会議で採択した。また、意見書第４号　駐留軍関係離職者等臨時
措置法の有効期限延長に関する意見書も全会一致で採択した。

可決

可決

採択

採択

採択

採択

可決



村政を問う村政を問う！！
令和４年９月

定例議会

一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

11人 来ませんか

議会
に
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①ヤングケアラーの状況は

②地滑り等二次災害が予想される
サンライズ通り

③広域コミュニティーバス構想

4 9p喜
き

屋
ゃ

武
ん

　功
いさお

  議員………

①防災組織の連絡協議会発足を提案

②みんなで子育て応援

③テレビを活用し高齢者の健康対策

④自治会を支援しては

2 7p比
ひ

嘉
が

　　悟
さとる

  議員………

①ライカム地区開発

②島袋地区冠水対策

3 8p上
うえ

間
ま

　堅
けん

治
じ

 議員……

1 6p名
な

幸
こう

　利
とし

積
つむ

  議員………
①物価高騰対策で村民生活支援を

①滞納の繰越税を一掃したい

②既定財源の徴収率向上へ

③特別徴収対策室設置の検討は

④滞納処分の事務手続きは

5 10p大
おお

城
しろ

　律
りつ

也
や

  議員………

7 12p川
かわ

上
かみ

　龍
りょうた

太  議員………
①安全面で課題のあるしおさい公苑

②米軍普天間基地の騒音被害

①生理の貧困問題を問う

6 11p平
へ

安
ん

山
ざん

 和
かず

美
み

  議員………

①本村の水道水は本当に安全か

9 14p比
ひ

嘉
が

　正
まさ

志
し

  議員………

①子育て世代の皆さんの声が届いているか

②学力低下で２，０００兆円の損失

③１人暮らしの皆さんの見守りを

10 15p山
やま

田
だ

　晴
はるのり

憲  議員………

①シルバー人材センター運営の充実

②世界のウチナーンチュ キタナカグスク
ンチュ大会

11 16p喜
き

屋
ゃ

武
ん

すま子
こ

  議員………

①平和を守る村民の会

②地域力を高める

③我が村の財政等は

8 13p比
ひ

嘉
が

　義
よし

弘
ひろ

  議員………
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コ
ロ
ナ
禍
に
加
え

て
、
原
油
高
、
物
価

高
騰
は
村
民
生
活
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
産
業
分

野
別
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺

う
。
①
農
業
②
漁
業
③
商
工

業
。

　

①
農
業
は
同
交
付

金
を
活
用
し
た
施
策

を
検
討
し
た
い
。②
漁
業
は

組
合
員
に
対
し
資
材
、機
器

購
入
補
助
金
を
継
続
し
て
実

施
を
し
て
い
る
。③
商
工
業

は
燃
料
高
騰
対
策
と
し
て
、

法
人
タ
ク
シ
ー
１
台
２
万
円
、

個
人
、介
護
タ
ク
シ
ー
に
５
万

円
、運
転
代
行
に
２
万
円
支

援
の
予
定
。

　

①
農
業
は
村
や
議

会
に
要
請
が
あ
る
の

で
前
向
き
な
検
討
と
捉
え
る
。

②
漁
業
は
燃
料
高
騰
が
漁
船

に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
軽
石
が
ま
だ
漂

着
し
て
い
て
ア
ー
サ
に
付
着

し
、
水
道
料
金
が
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
で
組
合
は
２
期
連
続

の
赤
字
で
厳
し
い
状
況
だ
。

更
な
る
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
。
③
商
工
業
で
は
村
発

注
工
事
で
物
価
高
騰
の
影
響

は
な
い
か
。

　

②
漁
業
は
遠
洋
よ

り
近
海
で
の
漁
が
主

で
、
数
も
少
な
い
情
報
で
あ

る
。
ア
ー
サ
で
は
今
洗
浄
機

の
整
備
を
進
め
て
い
て
、
今

後
ど
の
程
度
支
援
が
必
要
な

の
か
検
討
し
た
い
。
③
今
年
、

建
設
課
発
注
工
事
で
の
入
札

不
調
は
な
い
。
工
事
価
格
は

適
正
な
積
算
に
努
め
て
い
て
、

仮
に
受
注
後
に
著
し
い
変
化

が
あ
っ
た
場
合
は
単
価
の
見

直
し
が
制
度
的
に
可
能
な
の

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

物
価
高
騰
は
学
校

給
食
に
も
影
響
を
与

え
て
い
る
と
推
測
す
る
。
現

状
と
支
援
策
は
。

　

現
状
、
ほ
ぼ
全
品

目
で
単
価
が
上
昇
し

て
い
る
。
対
策
と
し
て
６
月

と
今
議
会
で
の
補
正
予
算
で

対
応
し
て
い
る
。

　

６
月
に
１
２
０
万

円
、
今
回
３
０
０
万

円
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い

る
。
補
正
で
対
応
と
い
う
こ

と
は
現
在
の
給
食
費
で
は
賄

え
て
い
な
い
、
実
質
赤
字
で

あ
る
。
安
全
安
心
な
給
食
、

質
の
良
い
給
食
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
今
一
度
景
気
の

動
向
を
注
視
し
て
、
力
を
注

ぐ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

物
価
高
騰
が
ど
こ

ま
で
続
く
の
か
判
断

で
き
な
い
が
、
経
済
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
教
育
委
員
会

と
村
長
部
局
と
協
議
の
場
を

も
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　

村
民
生
活
支
援
と

し
て
住
民
税
の
減
税

や
水
道
料
金
の
減
免
の
考
え

は
な
い
か
。

　

村
民
税
に
は
交
付

金
等
の
措
置
が
な
く

前
年
度
よ
り
減
収
の
方
に
は

分
納
制
度
の
措
置
で
対
応
し

て
お
り
、
減
税
は
考
え
て
い

な
い
。
水
道
料
金
は
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
て
の
基
本
料

金
の
減
免
を
検
討
し
た
い
。

●物 
価
高
騰
対
策
で
村
民
生
活
支
援
を水道基本料金の減免で村民生活支援を

名
な

幸
こう

 利
とし

積
つむ

 議員

詳細は
動画から
Check! 村

長
‥
水
道
の
基
本
料
金
の
減
免
を
検
討
し
た
い

補
足
説
明

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
防
止
と
と

も
に
、感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
て
い
る
地
域
経
済
や
住
民

生
活
を
支
援
し
地
方
創
生
を

図
る
た
め
令
和
２
年
度
創
設
。

令
和
４
年
度
よ
り
感
染
対
策

に
加
え
て
物
価
高
騰
分
が
含

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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自
主
防
災
組
織
は

各
自
治
会
各
々
で
活

動
し
て
い
る
。
防
災
に
大
事

な
の
は
、
顔
の
見
え
る
関
係

を
日
頃
か
ら
築
い
て
お
く
こ

と
が
大
事
。
連
携
強
化
を
図

る
た
め
に
連
絡
協
議
会
等
の

発
足
を
提
案
す
る
が
、
村
長

の
見
解
は
。

　

一
つ
を
核
と
し
た
、

横
の
連
携
に
よ
っ
て
、

お
互
い
が
不
安
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
情
報
交
換
し
な
が

ら
、
さ
ら
に
組
織
力
、
地
域

力
を
高
め
て
い
く
手
段
と
し

て
協
議
会
を
つ
く
る
こ
と
は

大
変
有
効
か
と
思
う
。

　

村
全
体
の
防
災
避

難
訓
練
の
開
催
は
。

　

規
模
が
規
模
だ
け

に
な
か
な
か
村
全
体

統
一
し
た
防
災
訓
練
が
実
施

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
。

　

防
災
啓
発
の
た
め
、

家
族
ぐ
る
み
で
参
加

で
き
る
防
災
ま
つ
り
の
開
催

は
。

　

少
し
検
討
す
る
余

地
が
あ
る
。

　

村
職
員
の
通
勤
・

勤
務
中
に
で
も
交
通

安
全
看
板
等
の
点
検
は
可
能

か
。

　

全
職
員
へ
周
知
す

る
こ
と
は
可
能
。

　

村
職
員
の
通
勤
時

は
子
ど
も
達
の
登
校

時
間
と
同
じ
時
間
帯
。
交
通

安
全
を
通
し
て
村
全
体
で
子

ど
も
達
を
見
守
る
体
制
が

整
っ
て
い
た
ら
い
い
と
思
う

が
。

　

安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
、
職
員
だ

け
で
は
な
く
、
村
民
総
出
で

つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

出
来
れ
ば
と
思
う
。

　

わ
っ
た
ー
わ
ら

ば
ー
た
ー
の
精
神
で

先
生
方
も
通
勤
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
。

　

学
校
長
に
も
再
度

お
願
い
し
た
い
。

　

テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ

放
送
を
活
用
し
て
高

齢
者
の
有
効
な
健
康
対
策
に

繋
げ
て
は
い
か
が
か
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
利
用

す
る
価
値
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
善
処
し
て
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

各
自
治
会
に
元
気

を
出
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
自
治
会
提
案
制
度
等

を
設
け
て
、
補
助
し
て
は
い

か
が
か
。

　

新
た
に
別
の
交
付

金
を
創
設
と
い
う
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
検
討

し
た
い
。

　

応
援
し
た
い
地
域
、

お
世
話
に
な
っ
た
地

域
と
い
う
思
い
で
寄
附
さ
れ

た
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
趣

旨
に
も
合
致
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
れ
を
充
て
る
こ
と

も
可
能
か
。

　

提
案
項
目
が
あ
り
、

合
致
す
る
の
で
あ
れ

ば
非
常
に
有
効
な
手
段
だ
と

思
う
。

比
ひ

嘉
が

 悟
さとる

 議員

詳細は
動画から
Check!

●防 災組織の連絡協議会
発足を提案

村内各地にある交通安全看板

みんなで
子育て応援

自治会を
支援しては

テレビを活用し
高齢者の健康対策

村長‥�情報交換の場として大変有効
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（第１０３号）

　

自
主
財
源
の
多

く
が
住
民
税
、
固

定
資
産
税
で
あ
る
。
住
民

が
住
ん
で
い
る
こ
と
が
財

源
も
豊
か
に
な
る
と
考
え

る
。
現
在
の
空
地
が
多
い

状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。　

個
人
的
な
財
産

な
の
で
行
政
が
そ

こ
に
立
ち
入
り
、
早
く
家

を
造
っ
て
と
は
な
か
な
か

難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

何
か
良
い
知
恵
が
あ
れ
ば

提
供
し
て
ほ
し
い
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル

東
通
り
、
南
通
り

は
ネ
イ
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

行
い
イ
オ
ン
よ
り
広
告
料
を

も
ら
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
通
り
は
年
中
雑
草
が
生
い

茂
っ
て
い
る
状
況
を
、
村
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

年
２
，
３
回
除
草

し
て
い
る
が
生
育
が

早
く
、
生
い
茂
っ
た
状
態
が

多
く
見
ら
れ
る
。
今
後
、
抑

制
対
策
な
ど
の
検
討
が
必
要
。

　

検
討
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
あ
る
の
か
。

　

沖
縄
で
は

刈
っ
て
も
直

ぐ
に
生
え
て
く
る
状

況
。
我
々
も
手
を
焼

い
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
抑
制
対
策
と

し
て
は
防
草
シ
ー
ト

等
、
あ
る
い
は
草
刈

り
の
頻
度
を
上
げ
る

か
、
費
用
対
効
果
等

を
見
な
が
ら
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

草
刈
り
以

上
の
効
果
は

な
い
と
考
え
る
。
基

金
を
も
ら
っ
て
い
る

団
体
に
清
掃
活
動
を

提
案
で
き
な
い
か
。

　

そ
の
よ
う
な
考
え

も
一
つ
の
手
だ
と
思

う
。
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

冠
水
時
の
デ
ー
タ

も
残
し
な
が
ら
冠
水

対
策
の
効
果
、
検
証
す
る
こ

と
が
必
要
と
提
案
し
て
き
た
。

現
時
点
で
の
効
果
と
５
号
調

整
池
の
完
成
に
よ
り
、
ど
の

程
度
の
効
果
が
期
待
で
き
る

の
か
。　

大
雨
時
の
１
時
間

雨
量
、
10
分
雨
量
を

基
に
冠
水
状
況
を
確
認
し
て

い
る
。
今
年
の
最
大
雨
量
が

３
６
．
５
㎜
。
10
分
雨
量
は

19
㎜
観
測
し
た
が
家
屋
へ
の

被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

浸
水
低
減
効
果
を
39
㎝
ま
で

低
減
で
き
る
計
画
に
な
っ
て

い
る
ん
で
一
定
の
効
果
は
発

揮
し
て
い
る
。
５
号
調
整
池

が
完
成
す
れ
ば
、
比
嘉
雨
水

幹
線
の
水
位
上
昇
を
軽
減
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

５
号
調
整
池
の
計

画
が
進
ん
で
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

物
件
移
転
、
補
償

交
渉
を
断
続
的
に
行

っ
て
い
る
が
難
航
し
て
い
る
。

　

山
里
地
区
か
ら
流

れ
て
い
る
雨
水
に
つ

い
て
沖
縄
市
と
の
協
議
の
進

捗
状
況
は
。

　

ロ
ー
ワ
プ
ラ
ザ
返

還
跡
地
を
利
用
し
て

対
策
で
き
な
い
か
と
協
議
を

進
め
て
い
る
。

　

１
時
間
１
０
０
㎜

と
い
う
事
例
も
国
内

で
は
多
く
、
当
初
計
画
の
最

大
雨
量
85
㎜
の
想
定
を
修
正

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

10
年
確
率
で
当
初

は
計
画
し
て
い
る
、

条
件
が
変
わ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
状
況
を
勘
案
し

て
見
直
し
が
必
要
な
の
か
も

検
討
し
て
行
き
た
い
。

雑草が伸び放題のイオンモール東通り

●ラ 
イ
カ
ム
地
区
開
発

島袋地区
冠水対策

上
うえ

間
ま

 堅
けん

治
じ

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０３号）

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
は
、
介
護
や
家
族

の
世
話
を
行
う
18
歳
未
満
の

子
供
の
こ
と
で
あ
る
が
、
村

内
に
お
け
る
状
況
は
。

　

数
字
が
独
り
歩
き

す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
公
表
は
し
て
い
な
い
。

村
内
に
お
い
て
複
数
名
い
る
。

　

沖
縄
県
は
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
つ
な
が

る
環
境
的
な
下
地
が
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し

た
相
談
窓
口
や
支
援
事
業
等

条
例
制
定
に
向
け
て
も
動
く

べ
き
と
考
え
る
。

　

関
係
機
関
と
連
携

し
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
既
存
の
救
済

支
援
制
度
を
活
用
し
て
、
状

況
と
課
題
の
把
方
を
し
て
方

向
性
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
通
り

（
私
道
）
は
、
県
道

に
接
続
す
る
不
特
定
多
数
の

人
が
利
用
す
る
公
益
性
の
高

い
道
路
で
す
。
そ
の
道
路
の

東
側
は
過
去
に
何
度
も
地
滑

り
を
起
こ
し
て
お
り
、
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
取
組
み
が
で

き
な
い
か
伺
う
。

　

私
有
地
の
管
理
は

個
人
が
行
う
べ
き
と

い
う
の
が
前
提
で
、
地
滑
り

対
策
は
県
の
事
業
で
あ
り
、

こ
の
地
域
は
ほ
と
ん
ど
が
沖

縄
市
に
な
る
の
で
、
沖
縄
市

に
対
応
し
て
い
た
だ
く
の
が

望
ま
し
い
。

　

こ
れ
ま
で
、
県
や

沖
縄
市
に
対
応
を
求

め
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

危
険
度
が
弱
い
と

い
う
か
危
険
区
域
内

に
住
宅
が
含
ま
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
共
同

し
て
対
策
し
よ
う
と
い
う
こ

と
は
な
い
。

　

沖
縄
市
、

中
城
村
、
北

谷
町
な
ど
の
周
辺
市

町
村
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
を
我
が

村
で
走
ら
せ
ら
れ
る

よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
べ
き
。
も
し
く
は
、

北
海
道
の
鹿
追
町
で

は
地
域
集
落
か
ら
医

療
機
関
ま
で
を
つ
な

ぐ
患
者
輸
送
バ
ス
と

い
う
の
が
あ
り
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

も
広
範
囲
に
住
民
の

足
と
し
て
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。
補
助
メ

ニ
ュ
ー
の
研
究
の
仕

方
で
何
か
し
ら
前
に

進
む
と
考
え
る
。

　

利
用
者
か

ら
の
バ
ス
賃

収
入
等
に
よ
る
自
前

運
行
は
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
広
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

が
実
現
す
れ
ば
利
便

性
は
増
す
も
の
と
考

え
る
。

広域コミュニティーバス構想

地
滑
り
等
二
次
災
害
が
予
想
さ
れ
る

サ
ン
ラ
イ
ズ
通
り

●ヤングケアラーの状況は

通学路としても利用されるサンライズ通り

村長‥�複数名います

喜
き

屋
や

武
ん

 功
いさお

 議員

詳細は
動画から
Check!
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行
政
の
収
入
を
、

自
主
的
な
収
入
と
依

存
的
な
も
の
と
に
分
け
て
考

え
て
み
る
と
、
こ
の
場
合
の

収
入
増
加
の
目
標
を
、
第
一

に
自
主
的
な
収
入
に
お
く
べ

き
と
考
え
る
。
中
心
に
な
る

の
は
村
税
で
、
歳
入
予
算
の

達
成
率
を
高
め
る
努
力
を
す

れ
ば
収
入
が
予
算
額
以
上
に

確
保
で
き
る
。
税
は
調
定
に

賦
課
し
た
と
お
り
に
徴
収
し

て
初
め
て
公
平
な
負
担
が
で

き
る
。
未
収
入
の
も
の
が
あ

れ
ば
、
真
っ
先
に
整
理
し
て
、

そ
れ
を
財
源
に
活
用
す
べ
き

で
あ
る
。
滞
納
の
繰
越
に
な

っ
て
い
る
税
は
一
掃
し
た
い
。

　

村
税
の
徴
収
率
は
、

調
定
額
に
対
す
る
収

納
率
は
9
7
.
7
％
で
、
現

年
課
税
分
の
収
納
率
は

9
9
.
0
％
で
、
滞
納
繰
越

分
に
つ
い
て
は
4
2
.
3
％

と
な
っ
て
い
る
。
税
収
の
確

保
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
必
要

不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
期
限

内
納
付
を
促
進
し
て
い
る
。

　

地
方
財
政
が
極
め

て
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
新
た
な
財
源
を
見
い
だ

す
こ
と
も
困
難
な
と
き
、
第

一
に
着
目
し
た
い
の
は
既
定

財
源
の
確
保
で
あ
る
。
さ
ら

に
徴
収
率
を
向
上
さ
せ
て
、

収
入
額
を
確
保
す
る
こ
と
で

あ
る
。
本
村
の
徴
収
は
、

徐
々
に
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

現
在
の
徴
収
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　

令
和
3
年
度
の
現

年
課
税
分
に
お
け
る

徴
収
率
は
9
9
.
0
％
で
、

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は

4
2
.
3
％
と
な
っ
て
い
る
。

前
年
度
に
比
べ
て
1
2
.
0

％
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

高
額
滞
納
者
の
納
付
等
が
主

な
要
因
で
あ
る
、
今
後
も
滞

納
者
の
納
税
促
進
に
努
め
た

い
。

　

平
日
の
昼
間
に
滞

納
者
に
接
触
で
き
な

い
場
合
は
、
夜
間
や
休
日
に

も
訪
問
し
て
徴
収
を
実
施
す

る
方
針
で
、
行
政
手
腕
に
長

じ
た
幹
部
職
員
が
滞
納
整
理

に
貢
献
す
る
こ
と
、
出
納
閉

鎖
5
月
末
日
ま
で
の
一
定
期

間
、
特
別
徴
収
対
策
室
の
設

置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

　

一
定
期
間
の
対
策

室
の
設
置
は
、
他
課

と
の
調
整
も
含
め
て
考
え
て

い
な
い
。
現
在
の
徴
収
体
制

で
夜
間
訪
問
、
県
税
職
員
、

中
部
市
町
村
職
員
と
の
協
力

体
制
に
よ
る
戸
別
訪
問
、
電

話
、
村
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
及
び
催
告
状
等
に
よ
る
連

絡
等
々
で
徴
収
、
納
税
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

村
税
の
滞
納
督
促

は
、
最
終
的
に
は
財

産
差
押
え
が
実
行
さ
れ
る
。

困
難
事
案
の
法
的
措
置
で
滞

納
処
分
等
の
事
務
手
続
き
の

基
本
的
な
流
れ
は
。

　

滞
納
し
て
い
る
方

の
財
産
、
不
動
産
等

の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
行
う
こ
と
に
な
る
。
取
立

て
に
よ
り
差
押
え
財
産
の
換

価
を
行
う
。

徴収・納税対策に取り組んでいる税務課

●滞 
納
の
繰
越
税
を

一
掃
し
た
い　

既定財源の
徴収率向上へ

特別徴収
対策室

設置の検討は

滞納処分の
事務手続きは

※
他
に
住
民
税
、国
民
健
康
保
険

税
の
過
去
5
年
間
の
年
度
別

滞
納
件
数
、滞
納
額
、財
産
差

押
え
件
数
、徴
収
困
難
の
主
な

理
由
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

大
おお

城
しろ

 律
りつ

也
や

 議員

詳細は
動画から
Check!
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生
理
の
貧
困
問
題

に
対
応
す
る
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　

今
年
度
よ
り
各
小

中
学
校
に
対
し
て
生

理
用
品
を
購
入
し
、
小
学
校

で
は
保
健
室
に
、
中
学
校
に

お
い
て
は
ト
イ
レ
及
び
保
健

室
に
設
置
し
て
い
る
。
生
活

困
窮
者
に
は
通
常
の
消
耗
品

か
ら
状
況
に
応
じ
て
適
宜
配

布
し
て
い
る
。

　

県
内
小
中
高
生
を

対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、

①
６
割
の
子
が
保
健
室
に
貰

い
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
。

②
10
分
の
短
い
休
み
時
間
で

は
保
健
室
に
行
く
と
次
の

授
業
に
間
に
合
わ
な
い
。

③
何
回
も
貰
い
に
行
け
な
い
。

等
の
声
が
あ
る
。
保
健
室
に

生
理
用
品
が
備
蓄
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　

担
任
よ
り
周
知
さ

れ
て
い
る
。
不
安
が

あ
る
場
合
は
、
担
任
が
責
任

を
持
っ
て
相
談
を
受
け
た
り
、

あ
る
い
は
相
談
し
や
す
い
先

生
や
友
達
同
士
で
協
力
し

合
っ
た
り
し
て
保
健
室
の
先

生
に
繋
げ
て
い
る
。

　

親
の
ネ
グ
レ
ク
ト

で
準
備
し
て
も
ら
え

な
い
子
や
父
子
家
庭
で
父
親

に
買
っ
て
と
言
え
な
い
子
、

家
計
が
苦
し
い
た
め
に
遠
慮

し
て
言
え
な
い
子
等
、
生
理

用
品
の
調
達
に
困
っ
て
い
る

子
に
学
校
か
ら
支
給
す
る
シ

ス
テ
ム
は
あ
る
の
か
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
は

現
在
、
検
討
さ
れ
て

い
な
い
。

　

災
害
時
に
避
難
所

な
ど
で
配
布
す
る
防

災
備
蓄
品
で
生
理
用
品
に
つ

い
て
伺
う
。

　

本
村
は
令
和
２
年

度
に
お
い
て
災
害
時

用
に
生
理
用
品
を
備
蓄
し
て

い
る
。　

令
和
２
年
度
に
災

害
時
の
生
理
用
品
を

備
蓄
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

令
和
元
年
度
以
前
は
災
害
時

の
備
蓄
品
に
生
理
用
品
が
な

か
っ
た
の
か
。

　

平
成
30
年
度
に
生

理
用
品
を
少
し
で
は

あ
る
が
備
蓄
を
し
て
い
た
。

　

平
成
30
年
度
以
前

は
、
な
ぜ
確
保
す
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　

現
在
も
災
害
備
蓄

事
業
を
進
め
て
い
る

が
、
そ
れ
を
本
村
で
開
始
し

た
の
は
平
成
30
年
度
か
ら
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
以
前

に
お
い
て
は
他
の
備
蓄
品
も

備
蓄
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

生
理
用
品
な
ど
も
備
蓄
し
て

い
な
か
っ
た
。

　

生
理
用
品
の
メ
ー

カ
ー
推
奨
期
限
が

迫
っ
た
も
の
に
対
し
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。

　

使
用
期
限
が
切
れ

そ
う
な
も
の
に
関
し

て
は
、
他
の
備
蓄
品
と
も
同

様
に
防
災
訓
練
や
学
校
の
方

に
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
更
新

し
て
備
蓄
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

●生 理の貧困問題
を問う

北中城中学校女子トイレに設置されている

平
へ ん ざ ん

安山 和
かず

美
み

 議員

詳細は
動画から
Check!
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現
在
の
し
お
さ
い

公
苑
の
維
持
管
理
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

通
年
で
の
芝
刈
、

ト
イ
レ
等
の
便
益
施

設
の
清
掃
を
週
六
日
実
施
、

警
備
員
に
よ
り
日
常
的
な
異

常
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　

通
年
フ
ェ
ン
ス
沿

い
の
周
り
に
は
草
木

が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
一
部

で
は
な
く
、
全
体
を
み
て
通

年
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る

が
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
全
体

の
芝
刈
は
週
三
回
。

フ
ェ
ン
ス
周
辺
の
除
草
業
務

に
つ
い
て
は
年
に
数
回
行
わ

れ
て
お
り
、
今
回
は
祭
り
に

合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
状
態
が
悪
く
、

怪
我
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と

利
用
団
体
は
他
市
町
村
へ
移

る
傾
向
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。　

野
球
や
サ
ッ
カ
ー

等
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ほ

か
、
イ
ベ
ン
ト
等
多
様
な
使

用
に
供
さ
れ
て
お
り
、
一
部

に
特
化
し
た
警
備
及
び
維
持

管
理
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
平
た
ん
性
等
安
全
確
保

に
努
め
る
。

　

平
た
ん
性
は
取
れ

て
お
ら
ず
、
安
全
面

に
関
し
て
不
十
分
。
次
も
利

用
し
た
い
と
思
え
る
施
設
に

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

安
全
に
各
種
ス
ポ

ー
ツ
に
対
応
で
き
る

施
設
が
好
ま
し
い
と
考
え
る
。

全
体
的
に
平
た
ん
性
の
対
策

を
し
て
い
き
た
い
。

　

予
算
に
つ
い
て
補

修
事
業
の
適
用
、
関

係
機
関
と
の
調
整
に
つ
い
て

伺
う
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
協

会
等
の
助
成
金
を
活
用
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
行
う
事

も
可
能
。
こ
の
よ
う
な
団
体

の
補
助
金
・
助
成
金
を
活
用

す
る
事
を
提
案
す
る
。

　

今
現
在
計
画
し
て

い
る
も
の
は
な
い
。

そ
の
都
度
検
討
し
て
い
く
。

　

米
軍
普
天
間
基
地

の
騒
音
被
害
の
現
状

に
つ
い
て
村
当
局
の
考
え
を

伺
う
。　

平
成
25
年
か
ら
航

空
機
騒
音
測
定
を
行

い
、
航
空
機
騒
音
に
係
る
環

境
基
準
を
上
回
る
数
値
57
㏈

は
確
認
さ
れ
て
な
い
が
、
毎

月
の
最
大
騒
音
88
㏈
以
上
確

認
さ
れ
て
お
り
、
騒
音
被
害

は
続
い
て
い
る
。
7
月
26
日

に
も
沖
縄
防
衛
局
に
騒
音
被

害
改
善
の
要
請
を
行
っ
て
き

た
。

　

騒
音
最
大
ピ
ー
ク

大
城
1
1
1
.
8
㏈
、

荻
道
1
1
3
.
8
㏈
と
前
年

度
よ
り
も
確
実
に
騒
音
被
害

は
拡
大
し
て
い
る
が
把
握
し

て
い
る
の
か
。

　

数
値
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
る
。
ピ

ー
ク
時
で
２
倍
の
数
値
も
出

て
い
る
。

　

沖
縄
防
衛
局
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
要

請
し
た
か
。

　

石
平
、
安
谷
屋
に

あ
る
テ
レ
ビ
受
信
ア

ン
テ
ナ
の
更
新
。
騒
音
被
害

の
改
善
。
小
中
学
校
の
上
空

飛
行
の
改
善
を
村
長
が
要
請
。

継
続
し
て
要
請
を
し
て
い
き

た
い
。

グラウンド状態が悪く、防球ネットも一部のみ

米
軍
普
天
間
基

地
の
騒
音
被
害

　

川
かわ

上
かみ

 龍
りょう

太
た

 議員

詳細は
動画から
Check!

●安 
全
面
で
課
題
の
あ
る

し
お
さ
い
公
苑
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平
和
を
守
る
村
民

の
会
は
、
誰
が
計
画

し
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ
ら

れ
た
か
、
村
長
か
ら
説
明
で

き
れ
ば
と
。

　

平
和
を
守
る
村
民

の
会
に
つ
い
て
は
１

９
８
３
年
に
結
成
さ
れ
、
当

時
の
村
長
、
労
働
組
合
、
職

員
そ
し
て
村
内
の
有
志
の

方
々
が
集
ま
っ
て
、
結
成
に

至
っ
た
。

　

前
村
長
は
総
会
の

場
で
平
和
を
守
る
村

民
の
会
を
民
間
に
任
せ
た
い

と
の
発
言
を
し
て
い
た
が
私

は
そ
の
点
に
は
危
惧
が
あ
る

と
思
う
。

　

基
本
的
に
は
課
設

置
条
例
と
か
所※

掌
業

務
が
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
全
う
す
る
義
務
だ
と

思
う
。

　

議
員
活
動
の
一
環

で
母
親
の
出
身
で
あ

る
瑞
慶
覧
地
域
を
廻
っ
た
。

そ
こ
で
強
く
印
象
に
残
る
風

景
を
見
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
て
公
園
の
草
刈
り

を
し
て
い
た
。
村
の
共
同
作

業
の
一
斉
作
業
だ
と
思
っ
た
。

１
人
の
青
年
に
村
の
共
同
作

業
で
す
か
と
聞
い
た
ら
20
歳

か
ら
60
歳
ぐ
ら
い
の
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
て
草
刈
を
し

て
い
る
と
の
返
事
で
し
た
。

後
日
、
自
治
会
長
に
そ
の
趣

旨
を
聞
い
た
。
瑞
慶
覧
は
人

口
も
少
な
い
の
で
、
瑞
慶
覧

か
ら
仕
方
な
く
出
て
い
っ
た

元
の
住
民
も
集
ま
っ
て
共
同

作
業
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

生
れ
育
っ
た
地
域
に
対
す
る

愛
情
や
心
が
あ
り
瑞
慶
覧
に

来
て
皆
で
草
刈
を
し
て
い
る

と
語
っ
て
く
れ
た
。
成
年
会

（
な
る
ね
ん
会
）
。
瑞
慶
覧

地
域
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は

地
域
力
を
高
め
て
行
く
芽
の

一
つ
だ
と
思
っ
た
。
瑞
慶
覧

地
域
の
草
刈
の
風
景
に
つ
い

て
は
ど
う
思
う
か
。

　

地
域
力
が
危
惧
さ

れ
る
中
で
こ
の
よ
う

に
瑞
慶
覧
の
皆
さ
ん
が
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
非
常
に
感
謝
し
た
い
。
私

達
も
励
み
に
な
る
。
定
期
的

な
村
の
共
同
作
業
以
外
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
る
意
味
か
ら

も
、
自
治
会
に
も
そ
の
よ
う

な
意
識
が
根
づ
い
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

財
政
基
金
は
多
け

れ
ば
良
い
。
し
か
し

債
務
負
担
は
少
な
け
れ
ば
良

い
。
我
が
村
は
そ
の
逆
に

な
っ
て
い
る
。
北
中
城
村
の

財
政
が
い
か
に
芳
し
く
な
い

か
事
前
に
申
し
上
げ
て
質
問

に
入
る
。
し
お
さ
い
市
場
の

件
は
北
中
城
村
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
に
よ
り
趣
旨

や
業
務
内
容
が
定
義
づ
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
遵
守
し
て
い
る
よ
う
だ
が

し
か
し
農
家
の
一
部
か
ら
不

満
が
出
て
い
る
こ
と
は
承
知

か
。

　

私
ど
も
の
所
ま
で

は
話
が
届
い
て
い
な

い
。

　

最
近
、
ま
た
素
晴

ら
し
い
職
員
が
辞
め

た
と
聞
い
て
い
る
が
承
知
か
。

　

ご
家
族
の
都
合
で

お
辞
め
に
な
っ
た
こ

と
は
報
告
が
あ
っ
た
。

　

財
政
面
か
ら
見
て

し
お
さ
い
市
場
は
必

要
か
。　

地
元
産
品
を
保
護

す
る
た
め
の
施
設
と

捉
え
て
い
る
の
で
意
見
を
集

約
し
て
、
さ
ら
に
改
善
し
て

い
き
た
い
。

北中城村役場（平和を守る村民の会）

●平 和を守る村民の会

我が村の
財政等は

地域力を高める

比
ひ

嘉
が

 義
よし

弘
ひろ

 議員

詳細は
動画から
Check!

※
物
事
を
総
合
的
に
管
理
し
、

処
理
す
る
こ
と
。
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北
谷
浄
水
場
か
ら

水
道
水
が
供
給
さ
れ

て
い
る
地
域
は
何
処
か
。

　

村
内
で
供
給
さ
れ

て
い
る
地
域
は
、
熱

田
、
和
仁
屋
、
渡
口
の
一
部

区
域
を
除
い
た
ほ
ぼ
全
域
と

な
っ
て
い
る
。

　

海
外
の
事
例
で
す

が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
４
項
目
の
合
計
で
２
ナ

ノ
グ
ラ
ム
と
規
制
し
て
い
ま

す
が
国
内
で
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

国
内
の
暫
定
基
準

値
で
、
50
ナ
ノ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
環
境
保
護
庁

で
は
従
来
の
基
準
値

77
ナ
ノ
グ
ラ
ム
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
で
０
．
０
２
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
で
０
．
０
０
４
ナ

ノ
グ
ラ
ム
へ
大
幅
に
変
更
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
ゼ
ロ
に

近
い
量
で
も
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
」
と
の
理
由
。
こ
の
報

告
を
受
け
て
如
何
お
考
え
か
。

　

米
国
で
定
め
た
基

準
の
根
拠
を
調
査
・

分
析
し
な
が
ら
関
係
自
治
体

と
連
携
し
て
情
報
収
集
し
必

要
な
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　

北
谷
浄
水
場
は
改

善
策
と
し
て
高
機
能

粒
状
活
性
炭
を
導
入
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
活
性
炭
の
特

性
で
汚
染
の
酷
い
河
川
か
ら

の
水
質
は
改
善
で
き
て
も
、

汚
染
の
少
な
い
河
川
か
ら
の

水
質
に
つ
い
て
は
、
逆
に
活

性
炭
か
ら
有
害
な
物
質
が
漏

れ
だ
す
逆
転
現
象
が
起
き
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
活
性

炭
で
取
り
除
く
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
有
害
な
物
質
が

私
達
の
体
内
に
少
し
ず
つ
蓄

積
し
て
い
く
こ
と
を
鑑
み
、

ま
ず
は
体
格
的
に
影
響
を
受

け
や
す
い
子
供
た
ち
の
施
設

へ
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
の

設
置
は
出
来
な
い
か
。

　

導
入
に
つ
い
て
は

可
能
で
す
。子
供
た

ち
を
守
る
と
い
う
筋
と
し
て

取
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る

の
で
、設
置
す
る
根
拠
を
し
っ

か
り
突
き
止
め
、事
実
を
解

明
す
る
事
が
出
来
た
な
ら
ば
、

即
そ
れ
は
設
置
す
る
条
例
等

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。

●本
村
の
水
道
水
は

本
当
に
安
全
か

河川等の汚染源とされている嘉手納飛行場

比
ひ

嘉
が

 正
まさ

志
し

 議員

詳細は
動画から
Check!

用
語
説
明

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

　

泡
消
火
剤
や
撥
水（
は
っ
す

い
）加
工
品
な
ど
に
使
わ
れ
る

合
成
化
学
物
質
の
総
称
。１
９

５
０
年
代
か
ら
家
庭
や
空
港

な
ど
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た

が
、自
然
分
解
さ
れ
に
く
い
性

質
や
健
康
被
害
へ
の
懸
念
か

ら
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
種
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
は
２
０
０
９
年
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
１
９
年
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

条
約
で
製
造・使
用
が
原
則
禁

止
さ
れ
た
。
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（第１０３号）

　

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
見

直
し
の
詳
細
は
。

　

保
育
の
確
保
策
を

講
じ
、
潜
在
的
待
機

児
童
等
も
現
在
見
直
し
を
進

め
、
会
議
で
意
見
を
徴
し
待

機
児
童
解
消
に
取
組
む
。

　

児
童
福
祉
法
、
関

係
法
令
、
沖
縄
県
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
と
事
業
を
推
奨
、

村
も
計
画
で
応
援
し
て
い
る
。

国
・
県
の
高
率
補
助
事
業
、

待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
確

保
に
繋
が
り
目
的
を
十
分
達

成
で
き
る
事
業
、
地
元
企
業

育
成
に
な
り
、
子
育
て
世
代

の
み
な
さ
ん
の
声
が
届
け
ら

れ
る
事
業
、
認
可
化
移
行
を

妨
げ
て
な
い
か
。

　

認
可
外
保
育
施
設

に
今
後
サ
ポ
ー
ト
す

る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
等
を
検
討

し
、
子
供
達
の
保
育
を
支
え

る
体
制
を
考
え
た
い
。
待
機

児
童
数
も
現
在
25
名
、
０
歳
、

１
歳
、
３
歳
の
待
機
が
発
生
、

会
議
を
開
催
し
、
早
急
な
解

消
確
保
策
を
講
じ
た
い
。
支

援
事
業
は
今
後
十
分
検
討
す

る
。

　

子
育
て
会
議
メ
ン

バ
ー
委
員
を
伺
う
。

本
当
に
子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
の
意
見
が
通
る
か
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
皆
さ
ん
困
り
果

て
て
い
る
会
議
メ
ン
バ
ー
の

構
成
の
再
検
討
を
。

　

学
識
経
験
者
、
認

可
保
育
施
設
等
代
表
、

子
育
て
に
関
す
る
団
体
の
代

表
、
保
護
者
代
表
、
行
政
機

関
の
15
名
。
要
綱
に
そ
っ
て

指
名
し
て
い
る
。

　

「
（
３
月
議
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
生

涯
収
入
減
、
学
力
低
下
２
，

０
０
０
兆
円
の
損
失
」
国
内

外
の
教
育
経
済
学
者
も
大
変

危
惧
と
の
沢
山
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
児
童
・
生
徒
、

教
職
員
等
へ
の
教
育
環
境
現

場
に
お
い
て
、
問
題
等
に
児

童
生
徒
の
状
況
把
握
を
行
い
、

課
題
に
応
じ
た
対
策
を
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
具
体
的

に
。

　

全
て
学
級
担
任
が

配
置
ス
タ
ー
ト
人
員

不
足
は
な
い
。
課
題
は
、
担

当
の
職
員
・
学
校
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
学
校
長
が
リ
ー

ダ
ー
で
頑
張
っ
て
い
る
。

小
・
中
学
校
と
も
全
国
平
均

を
上
回
る
学
力
調
査
、
平
均

並
み
で
す
（
新
規
事
業
）
子

供
達
の
状
況
に
応
じ
、
小
学

校
１
校
に
支
援
員
を
１
人
増
、

教
育
相
談
員
の
要
綱
に
準
じ

事
業
推
進
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
は

巣
ご
も
り
に
な
り
が
ち
１
人

暮
ら
し
の
見
守
り
取
組
は
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
（
安
否
確
認
す
る
事
業
）
、

高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
（
１
人
暮
ら
し
、
障
が
い

の
あ
る
方
に
通
報
シ
ス
テ
ム

を
配
置
、
定
期
的
に
現
状
確

認
す
る
事
業
）
見
守
り
支
援

を
社
協
委
託
、
現
在
地
域
の

互
助
、
共
助
と
い
う
仕
組
み

等
の
体
制
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
る
。

●子 育て世代の皆さん
の声が届いているか

５年ごとに見直しが行われる支援事業計画

学
力
低
下
で

２
，０
０
０
兆
円
の
損
失

１人暮らしの
皆さんの
見守りを

山
やま

田
だ

 晴
はる

憲
のり

 議員

詳細は
動画から
Check!
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（第１０３号）

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
運
営
の
充

実
に
つ
い
て
、
本
年
３
月
２

９
日
に
設
立
し
た
セ
ン
タ
ー

は
、
村
の
財
政
支
援
を
頂
き
、

感
謝
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
に
は
、
幾
つ
か
の
課

題
が
あ
る
。
村
か
ら
の
受
託

事
業
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を

占
め
て
い
る
。
現
時
点
で
受

託
事
業
は
、
当
初
予
算
の
半

分
程
に
な
り
備
品
や
人
件
費
、

事
務
費
、
燃
料
費
、
清
掃
用

具
一
式
な
ど
充
当
す
べ
き
も

の
が
、
村
の
受
託
事
業
が
限

ら
れ
運
営
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
は
、
７

月
か
ら
本
格
的
に
民
間
の
仕

事
も
受
託
し
た
が
、
公
的
事

業
が
効
率
が
良
い
の
で
今
後
、

村
の
受
託
事
業
を
増
や
す
予

定
が
あ
る
か
。

　

引
き
続
き
、
各
種

業
務
に
お
け
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
促
進
し
て
行
く
。

　

民
間
事
業
を
獲
得

す
る
開
拓
職
員
を
予

算
化
で
き
な
い
か
。

　

新
た
な
職
員
の
配

置
は
、
受
託
収
入
の

状
況
等
を
踏
ま
え
計
画
的
に

整
備
し
て
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
次

年
度
予
算
等
の
内
容
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。　

草
刈
り
や
大
木
の

伐
採
等
の
作
業
を
受

託
し
た
場
合
は
、
２
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
専
用
の
ト
ラ
ッ
ク
の

予
算
化
は
、
で
き
な
い
か
。

　

次
年
度
の
予
算
等

の
内
容
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　

第
７
回
世
界
の
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会

の
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、

日
時
、
開
催
内
容
、
場
所
、

予
算
規
模
、
各
国
別
の
招
待

人
数
は
。

　

令
和
４
年
11
月
１

日
午
後
５
時
～
６
時

半
イ
オ
ン
モ
ー
ル
ラ
イ
カ
ム

の
グ
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
大
型

水
槽
前
に
お
い
て
、古
典
芸
能

の
４
団
体
の
余
興
、参
加
各

国
の
紹
介
等
を
計
画
し
て
い

る
。予
算
規
模
は
、会
場
使
用

料（
グ
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
、会

議
室
）及
び
ス
テ
ー
ジ
や
椅

子
、テ
ー
ブ
ル
等
の
備
品
使

用
料
、イ
ベ
ン
ト
業
者
へ
の
委

託
料
合
わ
せ
て
３
５
０
万
円

程
度
を
予
定
し
て
い
る
。現

時
点
沖
縄
県
を
通
じ
て
申
し

込
み
は
、ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

み
で
直
近
の
数
字
は
59
名
。

57
名
が
ハ
ワ
イ
や
本
土
の
ア

メ
リ
カ
、国
内
は
２
名
。

　

大
会
終
了
後
、
特

に
ハ
ワ
イ
と
の
姉
妹

都
市
の
締
結
は
考
え
て
い
る

か
。

　

将
来
的
に
は
、
ハ

ワ
イ
北
中
城
村
人
会

と
の
姉
妹
提
携
を
考
え
た
い
。

　

大
会
終
了
後
、
参

加
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
を
考
え
て
い
る

か
。

　

本
村
と
ゆ
か
り
の

あ
る
国
々
に
お
住
ま

い
の
方
々
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
で
き
れ
ば
と
考

え
る
。

●シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

運
営
の
充
実

喜
き

屋
ゃ

武
ん

すま子
こ

 議員

詳細は
動画から
Check!

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

キ
タ
ナ
カ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
大
会

第７回世界のキタナカグスクンチュ大会
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北中城村議会

（第１０３号）

　

こ
の
度
、
令
和
４
年
３
月
１
日
付

け
で
安
里
昌
榮
氏
（
喜
舎
場
在
住
）

が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昌
榮
氏
は
、
教
員
を
30
年
余
り
に

わ
た
り
勤
め
上
げ
、
喜
舎
場
区
公
民

館
長
も
務
め
な
が
ら
、
（
故
）
安
里

要
江
氏
よ
り
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
３

期
12
年
、
北
中
城
村
議
会
議
員
を
務

め
る
な
ど
、
地
方
自
治
発
展
の
為
に

活
躍
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
今
回
の

受
章
に
至
り
ま
し

た
。

　

受
章
後
の
今
の

お
気
持
ち
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
幼
児

教
育
に
力
を
入
れ

30
年
余
り
頑
張
っ

て
来
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
大
き
な
章

を
い
た
だ
い
て

び
っ
く
り
し
て
い

る
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

　

後
輩
の
議
員
の

皆
さ
ん
へ
助
言
を

と
、
求
め
た
と
こ

ろ
、
「
地
域
を

し
っ
か
り
見
て
、

地
域
を
し
っ
か
り

回
る
。
気
づ
き
を

大
事
に
、
問
題
提
起
を
す
る
」
と
の

お
言
葉
で
し
た
。

　

最
後
に
村
民
の
皆
様
へ
一
言
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
「
普
通
に
や
る
べ
き

事
を
や
っ
て
き
た
ま
で
、
身
に
余
る

光
栄
で
す
。
」
と
、
い
つ
も
と
変
わ

ら
ず
謙
虚
な
お
人
柄
で
し
た
。

　

瑞
宝
双
光
章
受
章
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受章された安里昌榮氏と妻の重子さん

平均年齢48歳の若い？？？メンバーで頑張ります！

　

日
ご
と
に
寒
さ
が
身
に
し
み
る

頃
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
回
か
ら
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
り

紙
面
を
刷
新
し
、
村
民
の
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
「
議

会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
世
界
中
の

キ
タ
ナ
カ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
へ
情
報

を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

私たちが『議会だより』を作成します！私たちが『議会だより』を作成します！
議会広報調査特別委員会議会広報調査特別委員会 Make a Fresh Start

安里昌榮氏が瑞宝双光章を受章安里昌榮氏が瑞宝双光章を受章
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／
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３
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８
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８

北
中
城
村
議
会
だ
よ
り
第
103
号

発 

行 

責 

任
　
北
中
城
村
議
会
議
長
　
　

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
２
０
２
２
年
12
月
26
日
発
行

喜
き

屋
ゃ

武
ん

すま子
こ

（69 歳）３期目
総務厚生常任委員会

中城村北中城村清掃事務組合
議会副議長

比
ひ

嘉
が

　義
よし

弘
ひろ

（75 歳）４期目
議会運営委員会副委員長

比
ひ

嘉
が

　正
まさ

志
し

（52 歳）１期目
議会広報調査特別委員会委員
中城村北中城村清掃事務組合
議会議員

比
ひ

嘉
が

　悟
さとる

（48 歳）１期目
議会広報調査特別委員会委員
中城北中城消防組合議会議員

大
おお

城
しろ

　律
りつ

也
や

（74 歳）２期目
議会運営委員会副委員長
中城北中城消防組合議会議員

伊
い

集
じゅ

　守
しゅ

吉
きち

（71 歳）２期目
議会運営委員会委員

上
うえ

間
ま

　堅
けん

治
じ

（52 歳）３期目
議会運営委員会委員長
南部広域行政組合議会議員

平
へ

安
ん

山
ざん

 和
かず

美
み

（55 歳）１期目
議会広報調査特別委員会
副委員長

喜
き

屋
ゃ

武
ん

　功
いさお

（51 歳）４期目
議会広報調査特別委員会委員長

議会選出監査委員

山
やま

田
だ

　晴
はる

憲
のり

（73 歳）５期目
議会運営委員会委員

名
な

幸
こう

　利
とし

積
つむ

（59 歳）５期目
中城村北中城村清掃事務
組合議会議員

屋
や

良
ら

　朝
とも

春
はる

（38 歳）１期目
川
かわ

上
かみ

　龍
りょう

太
た

（37 歳）１期目
議会広報調査特別委員会委員
介護保険広域連合議会議員

比
ひ

嘉
が

　義
よし

彦
ひこ

（66 歳）６期目
中城北中城消防組合議会議長

副委員長副委員長

副委員長副委員長

ごあいさつごあいさつ
　任期満了に伴う村議会議員選挙が９月 11 日に執行され、新人５　任期満了に伴う村議会議員選挙が９月 11 日に執行され、新人５
名、元職１名、現職８名が当選しました。名、元職１名、現職８名が当選しました。
　９月 28 日に初議会が開催され各議員の議会構成等も決定し、新　９月 28 日に初議会が開催され各議員の議会構成等も決定し、新
しい顔ぶれでスタートしましたしい顔ぶれでスタートしました。。私が再び議会の舵取りを担うこ私が再び議会の舵取りを担うこ
ととなりその重責をひしひしと感じているところであります。ととなりその重責をひしひしと感じているところであります。
　さて、今回の選挙を振り返りますと「誰一人とり残さない村づ　さて、今回の選挙を振り返りますと「誰一人とり残さない村づ
くり」「助け合う住みよい村づくり」「ゆいまーる精神の村づくり」くり」「助け合う住みよい村づくり」「ゆいまーる精神の村づくり」
と言った文言が選挙公約に多くの議員が掲げています。政治の原と言った文言が選挙公約に多くの議員が掲げています。政治の原
点は弱い立場の人を救うことが第一条件であり、これから全議員点は弱い立場の人を救うことが第一条件であり、これから全議員
が一丸となって取り組んでいく所存であります。が一丸となって取り組んでいく所存であります。
　村民の皆様には、これまで同様ご理解とご協力をお願い申し上　村民の皆様には、これまで同様ご理解とご協力をお願い申し上
げごあいさつと致します。げごあいさつと致します。

北中城村議会議長　北中城村議会議長　比嘉 義彦比嘉 義彦

第２０期  議員一同、一丸となって
村政の課題に取り組んでいきます

■ 総務厚生常任委員会■ 総務厚生常任委員会

■ 建設文教常任委員会■ 建設文教常任委員会

委員長委員長

副議長副議長議    長議    長

委員長委員長


